
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２本のシールド線を互いに距離を置いて平行に配置固定し、２本のシールド線それぞれ
の芯線を使用して信号源と負荷との閉回路を構成し、２本のシールド線のシールド部をそ
れぞれ負荷側に近い距離で直流的に遮断絶縁したうえ、信号源側のシールド部をそれぞれ
信号源側のアースラインに接続した構造をもつシールド線を、必要長より短い長さを１単
位とし複数本直列接続して必要長を確保する梯子型構造を特徴とするシールド線。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声信号伝送線路等の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、例えば音声信号伝送線路であるスピーカーケーブル、音響機器間の接続ケーブルな
どにおいては平行導線型ケーブル、または同軸ケーブルおよびシールド線が使用されてい
る。これらのケーブル内で絶縁物による線路特性変化が起きる現象は過去から知られてい
た。同軸ケーブル及びシールド線では、より線ピッチ、芯線素材、シールド部の素材等を
変更する方法、また誘電体である絶縁物の比誘電率及び誘電体損失角の少ない絶縁物を使
用または開発し線路に使用する方法がある。 2本の従来型シールド線を組み合わせた構造
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により誘電体現象を確実に減少させ線路特性を改善する方法は存在していなかった。
【特許文献１】特開平０４－２３０１００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
交番信号源 Sと負荷 Zを接続し閉回路を構成する図４の従来のシールド線の構造では、芯線
とシールド部には互いに必ず逆方向の交番電流が流れ交番磁界を発生させる。交番磁界の
発生によって電磁気学の法則に従い芯線とシールド部に力が発生する。芯線とシールド部
に発生した力は導体に密着した絶縁物図４の７に伝わり絶縁物内部で誘電体現象が生じる
。この誘電体現象は連続したシールド線内の絶縁物全体で発生し、結果交番信号が変化し
負荷に供給されることになる。この現象は従来のシールド線の構造では防ぐことのできな
い現象である。２芯シールド線においても同様である。
【０００４】
交番信号源 Sと負荷 Z、例えば音響機器においてＣＤプレーヤー回路及び増幅器回路は独立
して動作し、アース電位も互いに独立して変動している。アース電位変動は互いに規則性
がなく従来のシールド線図４の方法で接続を行うと、アース電位変動電流によって生じる
磁界に起因する誘電体現象が生じ誘電体現象は規則性を持たなくなる。この現象は従来の
シールド線の構造では防ぐことの出来ない現象である。２芯シールド線においても同様で
ある。
【０００５】
又、図４において交番信号源 Sの交番電圧が従来のシールド線の芯線とシールド部に加わ
ると、絶縁物には交番電界に起因する力が発生し絶縁物内で電界が加わったことに起因す
る誘電体現象が生じ交番信号が変化し負荷 Zに供給される。この現象は従来のシールド線
の構造では防ぐことのできない現象である。
【０００６】
本発明は、かかる従来の問題点を解決することを目的とするため、従来の２本のシールド
線を組み合わせた図１の構造を有する梯子型構造シールド線を提供しようとするものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明シールド線は、図３の如く交番信号源 Sと負荷 Zとの閉回路を構成するにあたり、従
来の２本のシールド線を互いに距離を置いて平行に配置固定し、２本のシールド線の芯線
を使用し閉回路を構成する手段により 0003記載の課題を解決した。
【０００８】
本発明シールド線は 0007を満足し、図３の如く互いに距離を置いて平行に配置固定した従
来の２本のシールド線のシールド部を、それぞれ負荷 Z側で直流的に遮断絶縁したうえ、
信号源側のシールド部をそれぞれ信号源 S側のアースラインに接続する手段により 0004記
載の課題を解決した。
【０００９】
本発明シールド線は 0007と 0008の両方を満足し、シールド線を必要長より短く製作し、図
１の如く複数本直列接続して必要長を確保する梯子型構造にする手段により 0005記載の課
題を解決した。
【発明の効果】
【００１０】
誘電体である絶縁物を平板電極ではさみ直流電圧を印加すると、絶縁物は電荷を蓄える。
次に直流電圧源を電極から取り外し電極を導線で短絡すると、蓄えられた電荷が時間を経
て放出され短絡回路には電流が流れるのが認められる。この現象を誘電体吸収現象という
。本説明では絶縁物内で発生する交番電界及び交番磁界に起因する力による誘電体が起こ
す現象と、誘電体吸収現象を含めた現象を総合して誘電体現象と定義した。
【００１１】
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一般的に全ての電線において、使用する絶縁物で特性が変化する現象は過去から現在まで
よく知られた現象である。誘電体である絶縁物の比誘電率及び誘電体損失角の少ない絶縁
物を使用して特性劣化を防いできた。
【００１２】
また誘電体現象を減少させる手段として例えば、導線を絶縁するための絶縁物を薄くした
場合には導線間の距離が短くなる結果、導線間に働く力が増大し誘電体現象が増大する。
故に従来の電線構造では誘電体現象を極度に減少させることは不可能だった。
【００１３】
音声信号伝送線路等に使用する従来のシールド線図４において、絶縁物７で特性が変化す
る現象は、シールド線に流れる電流によって生じる磁界に起因するもの、芯線とシールド
部に加わる電圧によって生じる電界に起因するものに大別出来る。
【００１４】
この現象は、従来の構造のシールド線では避けることの出来ない現象であり、例えば音声
信号伝送線路であるスピーカーケーブル等に使用した場合、業界用語で言う、音に変調が
掛かる現象が必ず生じる。この変調が掛かる現象は従来の平行導線型ケーブル及び同軸型
ケーブル又シールド線においても発生し取り除くことは不可能だった。
【００１５】
音声信号伝送線路であるシールド線内部には古典的に知られている電気法則が成り立ち、
マクスウェルが説いた媒達説に基礎をおくマクスウェルの電磁場の理論によると、電界内
の誘電体現象には弾性体における各法則が適用されることから、ケーブル内のある点で発
生した電界及び磁界に起因する誘電体現象は、ケーブル内の導線に密着した絶縁物全体に
時間をかけて伝達されて行き時間をかけて導線に流れ込む。また誘電体現象はケーブル内
全体で発生する。
【００１６】
シールド線内の誘電体現象量について思考した場合、誘電体現象は絶縁物が連続したシー
ルド線内絶縁物全体で生じ、また誘電体現象に飽和がないと仮定すれば、信号源を基準と
する誘電体現象量は信号源側で最小、負荷側に向かい直線的に増大し、負荷側で最大とな
ることは容易に推察できる。ケーブル長に対しての増加率は導線構造や絶縁物の種類を含
むシールド線の構造で定まる。
【００１７】
ケーブル長が比較的短く、絶縁物が等質であり、ケーブルに印加する信号が単信号である
と仮定した場合、横軸にケーブル長、縦軸に誘電体現象量をとりグラフで表せば、信号源
を基準とする誘電体現象の総量はグラフの三角形の面積となる。ケーブル末端の誘電体現
象量は、増加角度をθ　ケーブル長を Lとすれば（ tanθ×Ｌ）となる。よってケーブル内
の誘電体現象の総量は（ 1/2）×（ tanθ× L）× Lとなる。この現象は例えば、音声信号伝
送線路であるスピーカーケーブルに使用した場合、体験的に知られている音声信号の変化
量がケーブル長におよそ比例する現象と矛盾するものではない。
【００１８】
従って、例えば必要長を３分割した構造の場合、１単位長の面積は長さの２乗に反比例し
（ 1/9）、必要長では３単位を必要とする故に（ 1/9）× 3＝（ 1/3）倍となる。
【００１９】
この理由から、必要長より短い１単位長のシールド線図３を直列接続した図１の梯子型構
造により、必要長での誘電体現象の総量は分割数に反比例する。図２において、接続部の
絶縁に使用する絶縁物８は絶縁物の連続性を遮断するためシールド線１及びシールド線２
に使用してある絶縁物７と等質を避ける必要がある。
【００２０】
図 1において、本発明シールド線のシールド線１内での閉回路に流れる逆方向電流、及び
アース電位変動電流で生じる力に起因する誘電体現象はなくなり、電界に起因する誘電体
現象の基準も信号源に統一される。また信号源電圧によって生じる電界に起因する誘電体
現象量も分割数に反比例する。
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【００２１】
図 1において、本発明シールド線のシールド線２内での磁界及び電界によって生じる力に
起因する誘電体現象は存在しない。
【００２２】
しかしながら、図２においてシールド線１とシールド線２には互いに僅かではあるが力が
発生する。この力によってシールド線１とシールド線２は互いに反発力を受け僅かではあ
るが誘電体現象が生じる。音声信号伝送線路例えば、スピーカーケーブルなどにおいては
、固定用絶縁物の材質及び固定方法によって力を分散させ、音の変調を僅かではあるが減
少させることも可能である。
【００２３】
0016、 0017、 0018は誘電体現象量を説明する上での記述であり、単振動の合成、共振、減
衰振動、反射等も考慮しなければならない。
【００２４】
本発明シールド線の試聴実験を行うため、本発明シールド線を音声信号伝送線路である長
さ２ｍのスピーカーケーブルに使用した場合の、試聴条件及び試聴方法、また試聴結果と
判定について説明する。
【００２５】
本発明シールド線を、５年以上の楽器演奏経験を有する７人のテスターで個人の嗜好をで
き得る限り排除し、試聴機材、試聴場所、試聴する音楽及び音楽ジャンルなど特に定める
ことなく、従来のスピーカーケーブル９種と本発明シールド線を含む合計１０種のケーブ
ルを、電気的な音の増減、音の変調の有無を確認する試聴実験を行った。
【００２６】
0025記述で音の変調とは、例えばすでに出ている楽器の音が他の楽器の音が追加されたこ
とによって互いに輪郭があいまいになったり、位置が変化したり、交じり合うように聞こ
えることを指し、これを音の変調と定義した。
【００２７】
図４の従来のシールド線を含む、平行型、同軸型、従来ケーブル９種の試聴結果は、従来
型ケーブル全てに共通した特長である楽器の音に電気的な音が加わること、及び音の変調
の存在をテスター７人全員一致で確認できた。
【００２８】
本発明シールド線 1単位長図３の構造を有するケーブルの試聴結果は、電気的な音の加わ
りが減少し、音の変調がほとんど感じられないことをテスター７人全員一致で確認できた
。
【００２９】
本発明シールド線図１の構造を有するケーブルを、信号源側と負荷側を互いに逆方向に接
続して試聴し再度本発明シールド線の指定接続に戻した結果、指定接続のほうが楽器の音
の輪郭が明確になり不自然な音のピークがなくなることをテスター７人全員一致で確認で
きた。
【００３０】
本発明シールド線図１の構造を有するケーブルの試聴結果は、 0028を満足し、更に長いス
ピーカーケーブルが短くなった音のように聞こえることをテスター７人全員一致で確認で
きた。
【００３１】
本発明シールド線図１をＣＤプレーヤーと増幅器の接続に使用し 0025及び 0026と同様の基
準で試聴した結果、スピーカーケーブルを試聴した結果と同様の事項をテスター７人全員
一致で確認できた。
【００３２】
RION SA-74 FFT White Noise 音源による、本発明シールド線１ .５ｍ長７Ω負荷における
周波数応答を計測した。４ kHzで約０ .２度、１０ kHzで約１ .２度の位相遅れが認められた
。理由は、導線間距離の増加によって導線が持つ自己インダクタンス量増加の為であり、
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計測結果と理論値はおよそ一致した。試聴実験においては位相遅れに起因する音の変化や
劣化及び違和感は特に認められなかった。振幅特性については本発明シールド線に限って
存在する顕著な差は認められず０ Hz～２０ kHzまでほぼフラットな特性であった。
【００３３】
前述 0027から 0032の事由により本発明シールド線は、電気的な音が少なく、音の変調も極
めて少ない優れたシールド線であると判定した。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
以下、本発明の実施の形態について説明する。
但し、以下に示す実施例は、この発明の技術思想を具体化するための方法を例示するもの
であって、製造方法や使用部材また梯子構造の段数などを、下記のものに特定するもので
はない。本発明シールド線は特許請求の範囲において種々の変更を加えることができる。
さらに実施例に記載のないシールド線の端末処理方法、半田仕上げの方法、絶縁物での絶
縁方法、平行配置固定方法等については、指定がない限り従来の技術常識で実施すればよ
い。また２本のシールド線を平行配置固定する間隔及びシールド線を平行配置固定する距
離などは２本のシールド線の外皮が実用上互いに接触しない距離とし実施例に必ずしも拘
る必要はない。
【実施例１】
【００３５】
モガミ電線（株）製３０８２を使用し、本発明シールド線一単位長約５００ｍｍ、必要長
約１５００ｍｍの３段梯子構造スピーカーケーブルを製作する場合の実施の形態について
説明する。製作手順としてまず図３の構造を有するシールド線を３組製作し、それを３組
直列接続した構造のシールド線を完成させる方法である。電線３０８２を長さ約５８０ｍ
ｍに切断し２本用意する。それぞれ負荷側の芯線と芯線絶縁部を約３０ｍｍ残しシールド
部を切断し、シールド部の切断部を電線３０８２の芯線に使用してある絶縁物と等質を避
け、例えば加熱融着するパラフィン紙で絶縁し、更にポリエチレン系熱収縮チューブ等で
図２の９の如く絶縁する。２本の電線３０８２を、信号源側の外皮を約５０ｍｍ剥ぎ取り
シールド部図２の４にポリエチレン系の熱収縮チューブを通し約１０ｍｍを残して絶縁す
る。図２の外見図を参照し、ポリプラスチックス（株）製長さ１５ｍｍジュラコン、６ .
５φ Pクリップ、ポリカーボネイトネジを使用し、電線３０８２の両端から約１５０ｍｍ
の場所をそれぞれ２箇所互いに距離をおいて平行配置固定する。図１及び図２を参照し信
号源側のシールド部をそれぞれ信号源側のアースラインに半田等で接続しシールド部の余
分な長さを切断する。以上で図３が完成する。同様の手順で図３シールド線を３組製作し
、芯線接続部の長さを３組とも同じ長さに切断する。図３を１単位とし、 1単位長約５０
０ｍｍを３組直列接続してケーブル必要長１５００ｍｍを確保する。直列接続する接続方
法は特に指定する方法はないが、半田接続または圧着接続、溶接等、従来の方法で行う。
接続部が半田接続等の場合における接続部分の絶縁物図２の８は、電線３０８２の芯線に
使用してある絶縁物７と等質を避け、別性質の絶縁物例えば、加熱融着するパラフィン紙
で絶縁し更にポリエチレン系熱収縮チューブ等で絶縁し本発明梯子型構造シールド線が完
成する。以上説明した製造方法については、本発明シールド線は図３を直列接続した構造
であればよく、電線３０８２シールド部の処理のみを行い芯線は連続させて製作しても良
い。その場合は芯線の絶縁物７は必ず約１０ｍｍカットし異質の絶縁物例えば、加熱融着
するパラフィン紙で絶縁し更にポリエチレン系熱収縮チューブ等で絶縁を行い、絶縁物７
の連続性を遮断することが重要且つ必要である。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
古典的に知られている理論計算によると、例えば導線直径２ｍｍ、導線間距離１０ｍｍの
平行導線で、２０Ｖ１Ａの信号を負荷に供給する線路の場合、磁界による導線に働く力は
、電界による絶縁物に加わる力より桁違いに大きく、磁界によって生じる力に起因する誘
電体現象が減少することは例えば、本発明シールド線を音声信号伝送線路であるスピーカ
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ーケーブルに使用した場合個人の嗜好を遥かに超えた決定的な音の違いとなる。
【００３７】
この音の違いは 0027記述の通り業界用語で音楽信号に変調が掛からない音という。本発明
シールド線は既存する絶縁物、及び既存のシールド線、同軸ケーブルをそのまま利用でき
、簡単で確実に誘電体現象を減少させることが出来る。
【００３８】
本発明シールド線は、電子回路信号伝送線路又、音声信号伝送線路であるスピーカーケー
ブル、ＣＤプレーヤーと増幅器間の接続ケーブル、増幅器と増幅器間の接続ケーブル、電
気楽器用ケーブル、住宅設備におけるスピーカーケーブル配線工事等にも使用でき、業務
用、民生用を問わず利用範囲は極めて広い。
【００３９】
本特許願では触れていないが、本発明シールド線の芯線の素材、より線ピッチ、また固定
用絶縁物の素材及び固定方法、固定距離、接続部に使用する絶縁物の素材及び製品化する
場合の両極に使用する端子の素材など、製品の品質を高める方法は多くある。
【００４０】
実生活の中で、音は強制的に聞かされる特徴を持っている。従来型ケーブルでは音楽がヒ
ステリックになり、威圧的になる傾向が大変強い。本発明シールド線は、素直で自然な音
が再生できる特徴に加え、特に音の変調が極めて少なくなることにより、聴感上の解像度
が飛躍的に向上するという大きな特徴を持っている。
【００４１】
例えば、入学試験会場で行われる外国語のヒアリング会場設備等にも利用出来、発声時の
舌の動き、喉の動きなどが正確に表現できて、受験者の負担が減少し、受験者の能力を正
しく査定することも可能となる。再生機器やスピーカー等の組み合わせを選ぶこともなく
、如何なる組み合わせにおいても本発明シールド線の特徴を十分に発揮できる。
【００４２】
また医療現場での、音及び音楽によるリハビリ等においても、素直で自然な音の特徴を利
用し、治療等にも貢献することも十分可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明シールド線の必要長の構造図である。
【図２】本発明シールド線の必要長の外見図である。
【図３】本発明シールド線の１単位長の構造図である。
【図４】従来型シールド線の構造図である。
【符号の説明】
【００４４】
１　従来型シールド線
２　従来型シールド線
３　シールド線平行配置固定用絶縁物
４　シールド線のシールド部
５　交番信号源
６　負荷
７　従来型シールド線内の芯線用絶縁物
　８　接続部を絶縁する絶縁物
　９　シールド部を絶縁する絶縁物

【要約】
【課題】従来型シールド線を用いて閉回路を構成した場合、芯線とシールド部には電圧が
加わり電流が発生する。従って絶縁物には電界及び磁界に起因する力による誘電体現象が
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生じ、結果シールド線で発生した誘電体現象による信号が負荷に供給される。
【解決手段】課題を解決する最も簡単で確実な手段として、図２のようにシールド部を負
荷側で直流的に遮断絶縁、信号源側をそれぞれアースラインに接続したうえ、シールド線
1の芯線とシールド部の外部に距離を置いて平行に配置固定したシールド線２の芯線とで
閉回路を構成する。従ってシールド線１及びシールド線２において、内部での逆方向電流
は消滅し磁界による力に起因する誘電体現象はなくなる。更に電界に起因する誘電体現象
量を減少させるため、図２のように必要長より短く製作した 1単位を直列接続した構造に
する事によって必要長を確保し課題を解決する手段とした。
【選択図】　図２

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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